
昭和 52草 6月 I0日
月 刊 （毎月 10日発行〉ひさあ

昭和32年 8月 8日
第 3f・E事使鋤忽町

第 26 2号

一一今月のおもな記事一一

。鉄 正業団地第 1期
工事完成・・・・・・（2)

。店業大学4箇所で開設…（3)

。昭和51年分所得税

特別減税されます・・・（3)

。朝日町主要食品の

うつりかわり……（5)

。七地区で宵年学級開設…（7)
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第
一
期
工
事

完

成

朝
日
町
鉄
工
業
団
地

草
野
地
内

十
社
が
進
出
予
定

• 2 6 2号 ー

農
村
地
鼠
へ
の
工
業
導
入
を
積
極
的
か

っ
計
画
的
に
促
進
し
、
農
業
と
工
業
の
均

衡
あ
る
売
展
を
図
る
た
め
、

ζ
の
ほ
ど
政

野
地
内
〈
小
川
右
岸
、
国
道
八
号
線
治
）

で
、
朝
日
町
鉄
工
業
団
地
の
第

一
期
工
事

が
完
成
し
ま
し
た
。

ζ

の
事
業
は
、

農
村
地
域
工
業
持
入
促

進
法
に
基
づ
く
指
定
を
受
け
、
敷
地
－
一
一
一
一

、
二
八
四
平
方

μ
に
十
社
が
二
カ
年
計
画

で
進
出
す
る
も
の
で
、
五
十
一
年
度
に
は

六
社
が
進
出
し
、

五
十
二
年
度
に
は
四
社

が
進
出
の
予
定
で
す
。

団
地
周
囲
に
は
、
さ
つ
き
が
植
え
ら
れ

る
な
ど
、
環
境
に
も
十
分
配
慮
さ
れ
て
い

ま
す
。

ひさ－あ広報聞和32• 8月8日
. lll3 ..使鋤露可 ．

手元；

く写真は、鉄工業問地の全長〉

参議収集能率の向上に後

ごみ収集車購入最新の4トン

進費E
む 々

農

村

総

合

整

備

モ

デ

ル

事

業

集落排水路完成

こ
の
ほ
と
、
亦
川
地
内
で

I
4が
進
め

ら
れ
て
い
た
鹿
町
総
台
持
制
セ
デ
ル
恨
業

の
集
係
排
収
前
町
四辺
良
一日
．火山ハ

μ
〕
・
し
下

が
完
成
し
ま
し
た
。

こ
の
施
設
は
、
決
築
排
水
と
あ
わ
せ
て

家
出
排
申
怖
を
流
卜
し
よ
う
と
笑
胞
さ
れ
た

も
の
で
す
。
地
店
で
は
、
ζ

の
施
設
の
完

成
に
伴
い
、
向
山
の
美
化
時
閉
を
行
い
ま

し
た
。な

お
、

五
十
二
年
度
の
農
村
総
A
H助
物
備

さ
ア
ル
事
業
は
、

約
六
午
万
円
の
務
築
資

で
水
路
や
公
開
符
が
山
間
制
さ
れ
ま
す
。

北川地区

5 
4 

（集部よ.JI:：水路川工商IJ)

12. 

（集蕗排水路完成後）
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朝日産米

増収をめざし

’8 2 6 2号

朝
日
町
米
作
改
良
対
策
協
議
会
で
は

h
q

う
ま
い
朝
日
産
米
。

の
安
定
淘
収

を
図
る
た
め
、
こ
の
ほ
ど
五
箇
庄
、
商

保
、
大
家
山
、
山
崎
の
各
地
区
の
農
業

生
産
に
意
欲
的
な
農
家
を
対
象
に

「
店

業
大
学
」
を
開
設
し
ま
し
た
。

ひ

第

一
回
の
講
義
は
、
「
本
削
初
期
管
胆

と
施
肥
対
策
」
を
主
題
に
、
五
月
二
十
五

日
か
ら
四
日
間
に
わ
た
り
開
設
さ
れ
ま
し

た。
各
地
区
と
も
婦
人
を
ま
じ
え
た
四
十
名

あ
ま
り
の
受
講
者
は
、
熱
心
に
メ
モ
を
と

っ
て
い
ま
し
た
の
「
う
ま
い
朝
日
産
米
」

の
糟
産
に
対
す
る
積
極
的
な
意
見
が
出
る

な
ど
、
生
産
者
の
意
欲
が
あ
り
あ
り
と
う

か
が
え
ま
し
た
。

さあ報広

こ
の
後
の
テ
l
マ

・圏構132• 8 月 8 自
郷 3..使鋤毘可

O
第
二
回
（
六
月
下
旬
）

「
稲
の
生
理
と
栽
培
管
理
に

つ
い
て
」

O
第
三
回
（
七
月
下
旬
〉

「
産
米
改
良
と
絹
寄
虫
防
除
に

つ
い
て
」

な
お
、
先
月
号

「
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
実
証

出
を
管
理
」
さ
れ
る
万
々
の
う

ち
、
殿
町
は
、

「
臨
問
問
松
」

ざ
ん
か
ら

「
角
丸
川
安
」
さ
ん

に
変
更
と
な
り
ま
し
た
の
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

（
写
真
は
、
山
崎
泊
医
で
の

廃
業
大
学
）

所昭
和

還付額 得手

年
税度

特
別
減
税
さ
れ
ま
す

本

人
；
l
六
、

0
0
0円

扶
養
親
族
な
ど
s
・o
・－

三
、

附
和
五
十
一
年
分
所
得
税
の
特
別
減
税

が
行
わ
れ
ま
す
。

還
付
さ
れ
る
金
額
は
、
本
人
・
山
ハ
キ
円

控
除
対
象
配
偶
者
や
扶
養
親
族

一
人
に

つ
き
三
平
円
と
し
て
計
算
し
た
金
額
で

す
。
納
め
た
昭
和
五
十
一
年
分
の
所
得
税

額
の
方
が
少
な
い
と
き
は
、
そ
の
税
漏
ま

で
と
な
り
ま
す
。

国

m還
付
方
法
、

手
続
き

八
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
V

本
年
六
月

一
日
現
在
に
お
い
て
、
昨
印

と
同
じ
会
社
に
勤
務
し
て
い
る
サ

ワ
・

0
0
0
円

マ
ノ
は
、
h

ハ
ハ
1
じ
付
こ
う
、
円
HHrψ
給

与
の
文
払
い
の
際
、
勤
務
先
か
ら
必
付
さ

れ
ま
す
。

八
事
禦
所
得
な
ど
の
治
合
V

が
業
所
得
μ
引
な
ど
即
時
定
巾
竹
を
し
て
納

税
し
た
人
は
、

六
月
ド
旬
ご
ろ
に
税
務
署

か
ら
還
付
を
受
け
る
金
額
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
（
そ
の
段
、
同
汁
さ
れ
た
避
付
市

ボ
パ
に
所
裂
の
明
．

m
p記
入
し
て
税
務
併

に
以
必
の
こ
と
。
）
そ
う
し
ま
す
と
税
務

怖
か
・
り
泌
川
ゑ
の
ぷ
弘
通
知
九
が
送
ら
れ

ご
ざ
ま
す
か
ふ
、
二
円
以
ドベ
仏一泊
W
A
ζ
よ

っ
て
郵
似
品
で
還
付
金
を
受
取
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

八
そ
の
他
V

給
与
の
税
金
を
源
以
徴
収
で
納
め
年
本

調
盤
を
受
け
た
人
で
、
①
今
年
に
な
っ
て

五
川
末
ま
で
に
退
院
輸
し
た
人
や
①
昨
年
中

途
で
退
職
し
た
ー
な
ど
の
た
め
、
給
与
の

税
金
を
甑
以
徴
収
さ
れ
た
ま
家
で
年
米
淵

燃
を
受
け
て
い
な
い
人
な
ど
は
、
税
務
拷

く
ら
し
の一

日
教
室
の

b
知
ら
せ

ー県
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
ー

日
し
の
中
の
身
近
な
商
品
を
テ
1
マ
と

し
て
、
か
し
と
い
消
費
者
と
な
る
た
め
必

要
な
商
品
知
ぷ
の
修
得
を
ば
か
り
、
間
貨

店
ぷ
の
磁
売
を
は
か
る
た
め
く
ら
し
の
．

U
教
室
が
聞
か
れ
ま
す
。

八

一
日
教
室
テ
l
マ
V

6
月
同
日
虫
闘
の
Y

ア
防
と
お
慌

7
月
5
日

薬
草
の
効
用

8
月
2
日
子
供
の
お
や
つ

8
月
幻
自
家
庭
電
気
製
品
の
選
び
万

9
月
6
日

イ

ン

小
キ
広
告
に
ご
注
意

掛
川
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
そ
れ
専
門

分
野
の
方
が
あ
た
ら
れ
ま
す
。

八
募
集
人
員
V

テ
ー

マ
ご
と
に
四
十
名

八
時

間
V

γ
後
一
時
三
十
分

t
午
後
三
時
三
十
分

八
喝

所

V

山
山
県
消
費
生
活
七
ン
タ
l

研
修
市

（－
M
山
県
民
会
館
四
階
）

八
由申
し
込
み
先
V

山
川
引
川
市川
賞
生
活
－一－ン

ク
l

へ
還
付
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い
。
乙
の
場

合
、
附
和
冗
十
一
年
分
の
縫
定
申
告
白
を

提
出
し
て
い
な
い
人
は
、
期
限
後
の
確
定

申
告
を
し
て
特
別
減
税
を
交
け
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
く
わ
し
い
ζ

と
は
魚
津
税
務
明

智

O
七
六
五
〈
二
阿）

一一
．．
 

七

o
zmへ
お

た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

〈－
M
山
市
新
総
山
輸
州
の

一八）

g
O
七
六
四
〈
一．．
 

一
一）
二
九
四
九

な
お
受
講
料
は
熊
料
で
す
。

十
月
以
降

の
チ
！
マ

に
つ
い
て
芯
、
後
日
決
定
し
ま

＋ヨ
コ

〔盟
諸
門
一

－
失
業
し
て
所
得
が
な
い

－
災
留
で
大
き
な
被
留
を
う
け
た

．
家
計
が
苦
し
い

な
ど
の
特
別
な
事
情
が
あ
り
、
保
険
料

を
納
め
る
ζ

と
が
殺
し
い
場
合
は
、
納
付

の
免
除
を
う
け
る
ζ

と
が
出
来
ま
す
。

申
請
の
内
容
が
免
除
の
基
準
に
あ
て
は

ま
る
と
承
認
さ
れ
ま
す。

く
わ
し
い
乙
と
は
早
自
に
地
区
国
民
年

金
蚕
員
又
は
役
場
住
民
課
国
民
年
金
係

（

舎
三
｜
二
ハ
む
内
線
二
二
）
へ
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

l3) 
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名物宮崎ワカ メ採り はじまる

一一この日は家族総出ー

タフ汁とともに朝日町の名物 「宮崎灰付ワカメJの

採取は、5月23日から地区民総出ではじまりました。

乙の臼だけは、年寄り主婦、子供たちも手伝い家1f1

総出ですe

ワカメJ;Kりが終ると初以のj見とともに海1J<ir：；シーユ

ンとな り耐光%でにぎわいます。

乾燥のため一部に広げられた灰付ワカメ

錦鯉 放流

昨年に続き、朝日町flil削愛好会 （会長JI・
口鰍亮さん）から、色とりどりのおll鯉が汀！

病院の池に激流され、人＊院！心者からトヰば

れています。

繰り出されたワカメ採りの舟

ワカメをワラ灰にまぶす

老人クラブ清掃奉仕 ・泊病院

今年も明日町.Jf:人ケリ／ （会民綴LIl1J、イl.:i.l"Iさん

）のみなさんのTで、正ili'-1院1ii/!liの治M滋Itが1ft,

れ、 モー：三γ ンがたつill!の＇＂＇り はみちがえるように

きれいになりました。 ( 5月19日・泊かi院内iJ庇で）

(4) 
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昭和市2年 8月 8自一一一，113..便鋤昆可 ーー

(12月～ 3月）朝日町主要食料品のうつりかわり

200カイリ時代

影響の海産食品

M
品

目

町
で
は
主
要
食
料
品
目
品
同
に
つ
い
て
似

月
の
倒
的
調
伐
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問

主

且

こ
の
ほ
ど
、
昨
年
の
ト
ニ
ハ
か
ら
今
年
の

三
月
ま
で
の
集
計
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
そ
の
慨
裂

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

に
ぽ
し
大
幅

表
て
昨
年
九
月
の
消
費
者
米
価
の
値

上
げ
は
、
食
バ
ン
、
小
差
粉
の
主
食
類

に
波
及
し
、
議
論
を
呼
び
ま
し
た
が
、

今
期
（
十
二
月
l
三
月
）
は
滋
ち
弟
い
た
値
動
き
を
し
て

い
ま
す
。
に
ほ
し
は
、

前
期

（
八
月
i
十
一
月
）
の

f
五

v
h
の
値
上
が
り
に
引
き
続
き
、
今
期
も
二
十
二
v
h
と
大
師

な
値
上
が
り
を
示
し
て
お
り
、

一
連
の
漁
業
問
題
と
も
関

連
し
、
今
後
の
魚
価
の
値
動
き
と
共
に
注
目
さ
れ
ま
す
。

な
値
上
が
り

今一一・ー・ ． －ー ・． 守 一一・ － .一・一． ． ．ー・ー． ． ．・ ・．・－． －．・ ー． ． ． 

牛
肉
頬
は
、
表
二
、
牛
肉
、
ハ
ム
、

ソ
ー
セ
ー
ジ
と
も

、
二
月
以
降
三
折
前
後
の
値
下
が
り
を
み

値
下
が
り

I
l
ll

せ
て
い
ま
す
。

ζ

れ
は
、
冬
期
の
肉
類
阪

取
期
が
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
た
こ
と
等
が
原
因
と
考
え
ら
れ
ま

す
が
、
反
面
、
同
種
製
品
の
豚
肉
が
六

・
一二

r、
バ
タ
ー

や
鶏
卵
が
二
v
h
前
後
の
値
上
が
り
を
示
し
て
お
り
、
今
後

牛
肉
等
へ
の
波
及
値
上
が
り
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

表
三
、
干
の
り
は
平
静
を
保
ち

0
・五

r、
と
ろ
ろ
ζ

ん
ぶ
は
十
七

・
四
v
h
と

海
産
食
品
の
値
動
き
は
ま
ち
ま
ち
で
す

が、

前
述
の
漁
業
問
題
と
も
絡
み
今
後
注
目
す
べ
き
商
品

で
す
。ま

た
、
と
う
ふ
、
油
あ
げ
、
と
ん
に
ゃ
く
に
つ
い
て
は

二
月
に
い
っ
せ
い
に
六

t
九

rの
値
上
が
り
が
あ
り
ま

し
た
。 注

目
さ
れ
る

海
産
食
品

表
四
、
み
そ
、
食
用
油
は

一
J
こいれ

の
値
上
が
り
を
示
し
比
較
的
落
ち
措

い
た
値
動
き
で
し
た
が
、
し
よ
う
油

の
十
六

・
四
折
の
値
上
が
り
は
今
後
、
他
の
調
味
斜
食
品

へ
の
影
響
が
大
き
い
だ
け
に
注
目
さ
れ
ま
す
。

さ
と
う
に
つ
い
て
は
、
前
期
に
引
き
続
き
十
官
前
後
の

値
下
が
り
と
消
費
者
に
と
っ
て
は
物
価
高
の
中
に
あ
っ
て

朗
報
と
い
え
る
で
し
ょ
う。

彫
響
の
大
き
い

し

よ

う

ゆ

家三表ニ表一

うるち未〈／時〉
旬

、j~「O

、YOO

干のり中（10怖J

食／マン〈／斤〉

~.to 

~o 
ハム上級（1001)

小実粉υ時）
食~油はおれ

豚舟中(loct)

1$0 

ツーセージ（IOC!)

油i-tf''(I殺J
とみふ〈／ゴ〉

こんに妖〈／京〉

/00 

s-o 
114ラー且γ（／’量〉

、S。ミ／ ／弐、さ。ぇ／ ／~ 官量。ミ／ Jよ、主.t ノ

。
月／~ 

(5) 5 
5 
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叩
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留
品
像
情
報
に

注

怠

出

水

期

第 26 2号 e

こ
れ
か
ら
つ
ゆ
に
入
り
、
出
水
の
時
期

と
な
り
ま
す
が
、
次
の
こ
と
に
留
蔵
し
て

彼
害
の
軽
減
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

O
気
象
情
緑
骨
骨

－
ラ
ジ
オ
、
テ
V
ピ
等
の
気
象
情
報
及

び
防
災
上
の
情
報
に
注
意
す
る
こ
と

・
停
電
に
備
え
、
懐
中
電
灯
、
ト
ラ
ン

ジ
ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
等
を
備
え
る
こ
と

．
い
ざ
と
い
う
と
き
の
避
難
場
所
を
確

認
し
て
お
く
乙
と

O
災
書
串
完
全
の
怒
れ
が
あ
る
と
き

－
川
町
は
、
高
い
所
に
積
み
重
ね
て
置
く

ζ

と

・
た
ん
す
の
引
き
出
し
は
、
敏
い
て
高

い
所
に
偉
く
ζ

と

－
電
気
、
ガ
ス
等
の
元
は
、
必
ず
切
っ

て
お
く
乙
と

O
遊
揮
す
る
と
き

・
老
人
、
子
供
、
病
弱
者
を
ま
ず
単
自

に
避
難
さ
せ
る
こ
と

ひさあ車寝広

鯵愛の献血争 協力者芳名

一－ ・月実純 分 一一

昭和32年 8月 8日
鰐 3..便物窓可・一－

で

す
水
害
に
備
え
よ
う

・
火
の
姶
末、

一戸
締
り
を
完
全
に
行
う

乙
と

（
写
真
は
、
判
災
時
の
境
滝
川
〉

（
富
山
赤
十
字
血
液
セ
ン
タ
ー
）

A目、4且島問

店主~~；基本調査」
7月1日現在で昭和52年就業徳造基本調査

が実施されます。

ζの調査は、我が国の人口の就業・不就業

．の基本的精造を、全国及び地威別に明らかに

！ し、各種施策の基礎資斜を得ることを目的と

~ して全国23-.200調査区が対象となぢ、朝日町

；では次の10調査区が対象となっておりますo

t調査員が伺いましたら、よろしくど協力くだ

』 さるようお願いします。

~ ＜対象聞査区＞

~· O荒1112丁目

｝ O東三浦町

} 0桜町の一部

I O殿町の一部

) 0山崎越

’V向皆、，，、.....r-...... ，、，亀泊伸、＃声、S句，偽,p・~~・·－’‘~

間査期日・...・ H ・.7月1日現在

連

A 
Eヨ

年
間
行
事
決
定

青

年

間

十

月

献血はあなた自身のために

四
月
を
hq

考
え
る
同
問
。
と
レ
て
部
会

別
の
審
議
委
員
に
よ
り
帥
熱
心
に
持
議
さ
れ

て
き
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
四
月
二
十
四
日

審
議
委
員
会
全
体
会
議
放
ぴ
有
月
七
日
の

第
一
回
評
議
委
員
会
を
経
て
、
次
の
年
間

事
業
が
決
定
し
ま
し
た
。

。
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
講
習
会
（
女
子

部
会
）
五
月
十
四
日

O
町
政
懇
談
会
五
月
十
七
日

。
町
政
全
員
懇
談
会
五
月
二
十
五
日

O
青
年
議
会
五
月

t
十

三
A

O
体
育
大
会
ぺ
月
五
日

O
美
化
車
中
仕
活
動
六
月
二
十
六
日

O
女
子
部
討
論
会
七
月
叶
－b

O
フ
ェ
ス
テ
f
〈

W
八
月
二
十
日

O
削
料
理
講
習
会
九
月
十
七
日

O
体
育
祭
十
月
三
十
日

谷
口
優
（
南
保
〉
、
森
井
妙
子
（
殿
町
）
、
南
茂
富
美
子

（

桜
町
）
、
平
柳
実
（
荒
川
〉
、
松
倉
秀
夫
〈
泊
）
、
勝
間
正

信
（
南
保
）
、
江
端
武
正
〈
殿
町
）
、
花
房
三
朗
（
山
崎
）
、

吉
江
敏
則
（
草
野
〉
、
坂
藤
恭
失
（
道
下
〉
、
竹
内
秀
孝
（
笹

川
）
、
下
沢
秀
間
（
東
草
野
）
、
山
崎
和
郷
子

〈
細
野
）
、
土

帥
良
子
（
境
）
、
初
出
隆
（
殿
町
〉
、
高
島
晴
代
〈
高
僑
）

、
扇
谷
灯
子
（
宮
崎
〉
、
浜
和
子
〈
赤
川
）
、
山
手
喜
一
〈

桜
町
）
、
新
田
久
子
（
赤
川
）
、
久
保
田
純
子
〈
山
崎
）
、
南

茂
敬
（
桜
町
）

、
竹
中
秀
明
（
道
下
）
、
西
田
知
行
（
月
山

）
、
小
綜
成
彦
（
笹
川
〉
、
笹
原
久
美
子
（
草
野）

O栄町の一部

O東下町

O竹の内

O細野山王

O宮崎の一部

の

体

育

祭

な

ど

o
lfャ
リ
テ
ィ
タ
ン
ス
パ
！
テ
，

十
二
月
十
日

。
タ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
一
月
十
五
日

O
青
年
問
題
研
究
集
会
（
未
定
V

O
一
泊
研
修
会
〈
米
定
）

O
情
宣
学
習
会
〈
五
月
度
五
回
V

恒：
：歩例：
；この：
；つ
；ぷト
；コエ ？ 

朝日ふるさと

歩道コース

二
百
人
参
加

朝
日
町
体
育
協
会
、
朝
日
町
教
育
委
員

会
主
催
の
歩
こ
う
会
が
、
五
月
晴
れ
に
恵

ま
れ
た
五
月
八
日
、
町
内
の
老
若
男
女
約

5 
6 

二
百
人
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

午
前
九
時
に
泊
小
学
授
前
を
出
発
し
た

一
行
は
、
新
緑
の
朝
日
ふ
る
さ
と
歩
道
コ

ー
ス
笹
川
渓
谷
を
満
喫
し
な
が
ら
一
－
一
峰
台

地
へ
臨
け
て
行
進
、
途
中
、
町
指
定
名
勝

七
重
滝
の
景
観
を
楽
し
ん
で
一
人
の
落
ご

者
も
な
く
目
的
地
に
到
着
し
ま
し
た
。

う
ら
ら
か
な
青
空
の
も
と
、
宮
崎
地
区

体
協
の
好
意
に
よ
り
、
た
ら
汁
に
苦
つ
づ

み
を
打
ち
、
午
後
園
地
り
ょ
・う
山
を
経
て
下

山
、
散
会
し
ま
し
た
。

(6) 

図

朝
間
野
球
大
会
が
ゆ
川

’~ 6 

二
十
六
チ

l
ム
参
加

第
六
回
朝
日
町
朝
間
野
球
火
会
は
町
内

の
野
球
愛
好
チ
l
ム
二
十
六
チ
l
ム
が
参

加
し
て
五
月
十
五
日
か
ら
閉
幕
、
下
新
川

郡
大
会
へ
の
出
渇
権
を
め
ざ
し
て
熱
戦
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

な
お
、

試
合
は
、
日
曜
日
を
除
く
毎
朝

五
時
三
十
分
か
ら
小
丸
山
グ
ラ
ウ
ン
ド
で

行
わ
れ
て
い
ま
す
。
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青
年
学
級
開
設

境
な
ど
七
地
区
で

境
青
年
学
級

笹

川

。

泊
五
箇
庄

南

保

さあ

。

米土村小水
丘居口縁島

一
友

芳
純

隆
造

三
郎

三
明

。。

報 守

社
会
教
育
委
員
委
嘱

広

（任
期
二
年
）

朝
日
町
教
育
委
員
会
は
、
社
会
教
育

委
員
に
次
の
方
々
を
委
嘱
し
ま
し
た
。

問和32牢 8JI 8目
第 3・115便物館可

伊高尾寺水永土村川 "111
東株 崎 断 島 口 弁 口上 野

千な 信文明秀隆弼 三
絞っ法関 子 弘 雄造 一郎

学
校
長
会

公
民
館

ボ

l
イ
ス
力
ウ
ト

体
育
協
会

連
合
青
年
団

連
合
婦
人
会

p
・T
・A

学
鯨
経
験
者

大山
家
日；崎

’h
a
同
年
学
級
長
ソ

。’， 。。々// 。

1J i~ 

~f 

良勝
二 FF.

沢 i/ihJド己iJi/-長野
弁尚山江見ヲ1:l:Jj 

一位宗仁 信道
明治 n志勤治朗

体
育
指
導
委
員
任
命

（任
期
二
年
〉

朝
日
町
教
育
寮
員
会
は
、
体
育
指
持

委
員
に
次
の
方
々
を
任
命
し
ま
し
た
。

谷林大大 土吉河店 Wl土大長 iiく探戸J水

kt森井江内 i庄山 ti!l村井見松内烏

昭徳｜哲
太

由 犬猿興経蹴笠子明7.l~貫 Mfr 郎 ヲ住 居芸友

n三消富芳修勝和

（

境

）

（宮
崎
）

（
笹
川
）

（む
一
区
）

（

h
q

）
 

（
約
二
灰
〉

（

「

）
（泊
三
氏）

（五
簡
山
）

（

h
q

）
 

〈
出
保
）

（

hq

）
 

（
大
家
圧
〕

〈

h
q

）

〈
山
崎
）

北

電

だ

よ

り

乗
っ
て
み
ま
せ
ん
か

北
電
パ
ス
教
室

お
れ
短
刀
で
は
新
し
い
ヤ
1
ビ
ス
の
む

と
つ
と
し
て

一
兆
包
わ
ス
教
窓
」
を
聞
き

£
す
。
ど
な
た
で
も
、
お
気
軽
に
北
電
バ

λ
に
来
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

中
一見
学
コ

l
ス

的
花
也
前
〈
午
前
8
時
叩
分
出
発
）

1
v

江
口
変
地
所
↓
白
山
火
力
発
電
所
↓

口
羽
沼
化
農
場
4
泊
北
町
前
（
午
後

5
時
解
散
）

少－
実
佐
厄
日

6
月
記
臼
F

十小）

・
7

．h
引
日
〈
木
〉

・1・
定

員朝
日
町
各
回
問
符
（
応
募
多
数
の
場

合
は
、
抑
泡
で
伏
定
の
う
え
ご
連
絡

い
た
し
ま
す
。

）

”…・
申
し
込
み
方
法

注意／ー．．． 

、ー

ハ
ガ
キ
に
希
望
日
、
住
所
、
氏
名
、

年
船
、
臨
眠
薬
、
電
話
各
号
を
記
入
の

う
え
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

・7
申
し
込
み
先

（一T
九
三
七
）

北
陸
電
力
（株
）魚
津
醤
業
所

地
域
社
会
課

見
学
日
の
一
週
間
前

料
魚
湾
市
新
金
屋

一
丁
目

u
T

締
め
切
り

長
参
加
費

無

朝
日
町
で
は
、
境
、

笹
川
、
泊
、
五
倍

庄
、
南
保
、
山
崎
、
大
家
庄
の
七
地
区
に

お
い
て
そ
れ
ぞ
れ
の
公
民
館
で
青
年
学
級

が
開
設
さ
れ
て
い
ま
す
。

青
年
の
生
活
実
態
、
地
践
の
実
引
に
即

し
た
学
習
計
画
に
基
づ
き
、
健
全
な
社
会

人
と
し
て
の
教
餐
向
上
な
ど
に
努
め
て
い

ま
す
。な

お
、

青
年
学
級
主
事
に
次
の
方
々
が

任
命
さ
れ
ま
し
た
。

〈
－同
年
学
級
金
歯
’

v

境

背

年
学
級

笹

川

h
q

泊
五
悩
庄

南

保
山

崎

大
家
圧

掛
値
情
雨
が
近
づ
き
志
し
た

漏
電
に
よ
る
慮
電
や
火
災
を

防
ぎ
玄
し
よ
う

－
蹄
竃
し
ゃ
断
器
は
電
気
が
銑
た
く
横
山V

揚
水
ポ
ン
ソ
な
ど
の
ケ
ー
ス
に
崩
寵
し

た
り
す
る
と
自
動
的
に
電
気
を
止
め、

事
故
を
未
然
に
防
ぎ
ま
す
。

・
雷
の
シ
ョ

，
ク
で
漏
電
し
ゃ
断
総
が
作

動
す
る
乙
と
が
あ
り
ま
す
。
と
の
場
合

一
度
ス
イ
ッ
チ
を
下
方
に
押
し
、
そ
れ

か
ら
上
に
押
し
あ
げ
て
み
て
下
ざ
い
。

職業別電話蝦をおとどげするGt:近づきま

した。

電話帳をおとどげしますと、これにはif後し

：て日本電信電話公社とまぎらわしい名称の会

：社が郵便療答用紙に広告を切り張りし、広告－

1掛金の請求をしてくることがありますが、こ

：れは竃ノt公社からの請求ではありませんので

；、お間違いのないようお願いします。

電々公社の電話帳広告料金は公社請求告に

Jより電話料金といっしょにお支払いただくこ

：とになっていますので、ど不審の点がありま

．したら電話局（雪 2ー1000）へお問い合わせ

ください。

一一私製の電話帳広告一一

朝日電車り電話局

…〈
今
月
の
表
紙
〉

…

表
紙
の
欽
は
、
明
治
中
頃
に
旧
泊
町
J

～
で
歌
わ
れ
て
い
た
「
ぞ
う
り
か
く
し
」
山

川
の
歌
で
あ
る
。

発
音
の
と
お
り
に
記
し
た
の
で
わ
か
J

山
り
に
く
い
が
わ
ら
ベ
う
た
の
中
に
は
長
川

～
い
年
月
の
聞
に
な
ま
り
。
、
方
言
が
入
山

J

り
混
っ
て
意
味
の
と
お
り
に
く
い
も
の
川

町
に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
い
。

歌
の
文
句
の
中
に
、
さ
む
ら
い
の
け
い

山
た
、
は
る
ま
の
く
に
な
ど
の
語
が
あ
り
町

山
江
戸
時
代
よ
り
歌
わ
れ
統
け
て
き
た
も
）

～の
で
あ
ろ
う
。

昭
和
初
期
に
至
っ
て
、
次
の
よ
う
な
〉

山
軟
で
何
人
か
輸
に
な
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
山

～
履
物
を
片
方
ず
つ
出
し
合
い
、
そ
れ
も
）

山
一
つ
ひ
と
つ
指
さ
し
歎
い
な
が
ら
遊
ん
九

へ
だ
も
の
で
あ
る。

じ
ょ

ん

じ

ょ
ん

じ
よ
う
り
か
く
し

じ
よ
う
り
を
ど
乙
え
か
く
し
た

v

僚
の
下
へ

し
ん
じ
よ
う

げ
ん
だ
い
さ
ん
の
だ
い
さ
ん
が

そ
れ
を
み
て
舞
か
ん
だ

も

っ
た
い
な
い
こ
と

う
ん
と
と
し
ょ

歌
の
日
以
後
の
ζ

と
ば
が
ち
ょ
う
ど
白
川

～
分
の
ぞ
う
り
に
当
る
と
、
鬼
に
な
り
た
山

川
く
な
い
た
め
、
し
ょ
を
終
わ
り
に
す
る
ω

～
か
、
ょ
を
終
わ
り
に
す
る
か
で
、
子
供
内

山
ど
う
し
も
め
た
も
の
で
あ
る
。
川

（
写
真
は
、
宮
崎
に
て
）

(7) 
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。
町
道
治
J
後
町
線
道
路
改
良
工
事

工
事
費

て
一

三
三
万
円

五
月
二
十
日
l
九
月
七
十
八

口同

延

二

九

一

、

九

三
M

師

十

M

。
厳
村
総
会
骨
量
備
モ
デ
ル
事
禦

蛍
農
飲
線
用
水
路（川附日

思
設
計
業
務
）

工

期

最
近
入
札
さ
れ
た
百
万
円

以
上
の
工
事

員長

工
療
費

工

期

五
五
八
万
円

五
H
十
九
日

t
八
月
三
十
一

日
M

。
宮
崎
小
学
校
プ
l
ル
簸
造
工
事

工
事
費

二
、
二
O
O
万
円

工

期
五
月
三
十
一
日
J
七
月
十
日

延

長

二
十
五
日

一
恥
パ

十
二日刷
、
六
J
l

ス

幼

児

プ

l
w

抑
岡
山
肌
（
脱
火
、
便
所
、
管
理
似
〉

第
二
十
二
回

町
民
庭
球
大
会
成
績

（．h
H十
バ

u
・
町
民
総
合
体
行
館
）

一、二
郎

①
良
介
均
絞

・
杉
本
好
U
組

②
一小
川
M

山口
・いr
m
u一wH
子
細

？
二
部

①
銀

恭
子

・
絞
ぷ
MFγ
組

①
災
附
成
二

・
辺

倒

誠

組

朝
日
町
善
意
銀
行

け

V

富
山
市
、
露
盤
ま
ゆ
み
さ
ん
、
高
倉
節

子
さ
ん
（
大
家
庄
出
－U
l
旧
性
谷
口
〉

が
、
亡
鋭
、
亡
郊
が
大
変
お
世
話
に
な

っ
た
お
粘
と
し
て
、
家
財
な
ど
物
品
と

百
山
問
返
し
の
一
部
三
万
六
、
九
八
三
円

一
・
と
く
れ
、
鈴
川町物
報
労
金
と
買
い
物
の

つ
り
錨
を
交
通
安
全
の
た
め
に
と
三
、

一一

O
円

一一必翁
、
つ
り
餓
の

一
部
を
泌
ま
れ
な

い
人
の
た
め
に
と
六
、
六
五
一

円

フ
町
南
保
、
酒
井
轡
一
さ
ん
が
拾
得
物
制
限

労
金
・を
社
会
開
削
枇
の
た
め
に
と
二
、
。

0
0
円

マ
上
町
、
脇
山
菊
絵
さ
ん
が
亡
妻
の
供
養

の
た
め
香
典
返
し
の
一
部
を
恵
ま
れ
な

い
人
の
た
め
に
と
五
万
円
、
身
障
者
の

た
め
に
と
亡
妻
が
使
っ
て
お
ら
れ
た
車

附
子
一
式

マ
と
く
名
、
拾
得
物
報
労
金
を
社
会
福
祉

の
た
め
に
と
て
八
七
六
円

。
基
幹
集
落
セ
ン
タ
ー
へ
の

寄
贈

マ
飯
町
、
吉
旧
池
．パJ
さ
ん
よ
り
鍋
げ
紬

（昭
和
五
十
二
年
五
月
十
五
日
現
在
）

お
す
こ
や
か
に

境境笹

川

大

屋

上

町

清
水
町

西

町

松
涛
町

上
道
下

平
柳

一

也
ケ
丘

赤

川

蝉

谷
羽

入

大
家
圧

金

山

下
山
新

ハ赤
ち
ゃ
ん
誕
生
）

水

島

磁

康

二

女

制

水

島

和

正

二
男

貴

竹

内

良

洋

長

男

鍵

荒

尾

清

和

二

男

康

松
下

明

男

二

男

陰

金
谷

間

回

目

長

女

圭

竹
内

進

長

女

芙

松

崎

駅

二

男

都

出
村

常

夫

長

女

智

菅
弁

義
昭

二

閉

店

字

問

良

一

二

男

浩

佐
渡
先
武
長
女
同
町

長

崎

静

男

二
男

努

長

津

普

元

長

女

友

紀

石

織

芳

和

二

男

智

己

鍛
治

信
議

長

女

美
家
子

坂
本

弘

二

男

大

威

山間
川
新

議

塚

水岡
島田

勝俊
利 郷

お
し
あ
わ
せ
に

縛 吾志里

O
境富

山

市

O
境新

問

県

O
宮

崎

高

知

県

O
中

三

浦

赤

川

O
幸

町

宇
奈
月
町

O
中

泊

下

入

普

町

O
上

道

下

細

野

O
月

山

笹

川

O
金

山

入

普

町

向 精 折 西 小 折 泉永間務佐金制 7.1<新 71<堺水

お

く

や

み

胞 質 宏子様 美 子

O
境

O
西
下
町

O
弥
生
町

O
清
水
町

O
東
草
野

の
来
事
野

O
下
道
下

O
高

白

O
山
崎
越

O
金

山

O
金

山

ご 長
田女

清 美

(8) 

隆 里

烏（
結

由 正真常 悦 律 正ふ久間吉満Ii孝君 正鴻則
美 知 じ 事骨
子 綾 子 義 子 峰 子 耐え問史明代 夫江 人美一）

JI：中野 渡 弁 削 ぬ 保 島尻 水 谷 田 杉 谷

亡
）

水

キ

（

的

）

締

文

〈

印

〉

岡

ち

（

閃

〉

寺

崎

雌

（

珂

〉

脇

山

み

つ

（

引

〉

佐

渡

己
之
助
（
訂
〉

竹

中

志

か
（
刊
〉

以

谷

間

（

日

刊

）

ち

魁

節

子
〈
詑
〉

谷

口

光

治

（

幻

）

泊

水

平

吃
衛
門
（
刊
〉

本；胤

せ京サ 死



朝
日
町
内
の
家
庭
や
事
業
所
の
し
尿
の

く
み
取
り
お
よ
び
処
分
は
、
町
が
（
有
）

朝
日
衛
生
社
に
妥
挺
し
て
行
っ
て
い
ま
す

が
、
み
な
さ
ん
が
く
み
取
り
を
依
頼
さ
れ

た
と
き
の
手
数
料
は
、
必
ず
町
が
発
行
す

る
「
衛
生
券
」
で
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

と
乙
ろ
が
、
衛
生
券
を
求
め
ら
れ
ず
に

く
み
取
り
を
依
頼
さ
れ
る
方
が
ま
だ
た
く

さ
ん
お
ら
れ
る
た
め
、
委
託
業
者
の
万
も

困
っ
て
い
ま
す。

衛
生
券
は
次
の
各
所
で
販
売
し
て
お
り

--• 2 6 2号 … 一一一…・－'J::~.；：九も~（）ff~ －－ひさ－あ報一広開和32年 8.II 8日
一ー ー一一一篇 3・島健司脂隠可・一...・

し
尿
く
み
取
り
料

衛
生
券
で

まれは
6月〈水無月）

父の日19日

支
払
い
は

相談ごとご案内

2祭

毎月第 1火曜日

午前10時～午後3時

朝日町商トII:七ンター

川上務ー （行政相談員）

相政ム行

時

海 所

相談員

日

九三

町 民税

町県民税（第 1期分）

納期限 6月30日

国民年金保険料

第 1期分（4・5・6月
分）納期限6月30日

夏21日

衛

主主

lま

券

近
く
の
販
売
所
で

ま
す
の
で
、
く
み
取
り
を
依
頼
さ
れ
る
方

は
、必
ず
先
に
術
生
券
を
お
求
め
下
さ
い
。

V
衛
生
券
の
料
金

一
八
O
U
土
石
）
券

一
八
似
（
一
斗
）
券

V
衛
生
券
の
販
売
所

中
央
農
協
続
支
所
（
境
）
、
宮
崎
漁
協

〈宮
崎
）
、
中
央
農
協
笹
川
支
所
（
笹
川

）
、
小
火
股
協
同
保
支
所
（
高
畠
）
、

中
央
股
協
蛭
谷
出
強
所
（
蛭
谷
）

、
中

央
股
協
山
崎
支
所
（
辻
）

、
大
家
庄
農

一点一

O
円

五
一
円

協
（
大
家
庄
〉
、
作
央
農
協
沢
信
庄
支

所
〈
月
山
）
、
折
戸
た
ば
乙
店
（
疎
開円

）
、
中
央
農
飽
泊
支
所
（
本
町
）

、
土

居
米
三
商
店
（
東
下
町
〉
、
大
平
仁

ッ

太
商
店
（
道
下
）

、
朝
日
町
役
場
窓

n

vく
み
取
り
の
由
申
し
込
み
先

（
有
）
朝
日
衛
生
社

雪
一
丁
O
玉
八
五

六
月
の
ス
ポ
ー
ツ
行
事

マ
~ 

期 ろ
う

白 金

六
月
十
二
日
（
口
）

午
後
六
時
、
町
民
総
合

体
育
館
前
集
合

町
民
総
合
体
行
館
内
辺

コ
ー
ス

.<(; 

町
期 畏

ソ
目 フ

ト
町 午六 ボ
民前 月 1
総八十 ル
合 時 二 大
グ 三日 会
ラ十（
ウ分Fi
ン）

4ミ

場

九
円

v
ニ
市
一
副
都
中
学
駅
伝
簸
争

期

日

六
月
三
十
日

〈木）

出

発

午

後

二
時
拍
病
院
前

人権法律 相 談

6月21日

午後 l時～＇r：後4時

朝日町制祉センタ ー

人権鍵護委員

心配ごと 相 談

所

毎週火臨日

午前10時～午後3時

朝日町福祉センター

〈き3-0576)

p~ 

場 所

相談白

時

L:::.. 

ム

日

場

日

~通事故巡回相談

第 1.第3月曜日

午前10時～午後3時

黒部市役所

第 1.第3水曜日

午前10時～午後3時

県魚il!総合庁合内

魚津.111-.方県民相談室

①日時

湯所

①日時

・場所

L:::.. 

朝
日
岳
登
山
会

参
加
者
募
集

回

同

同

H

E
「4

・、，．．
 

n
h
v
 

内

，

色

丹

4

6月ト
わ
か
町
の
’
ン
J

一－L
Y
M

杭・
b
f
p
二
、
円

・
，，
じ
り
の
山
側
さ
式
と
登
山
安
全
祈
W
切

れ
ん
を
あ
わ
せ
て
、
次
の
と
お
り
山
聞
き
登

山
会
ぞ
尖
腿
し
ま
す
の
で
多
数
参
加
し
て

下
さ
い
c

V
期

日六
月
二
十
五
日

（土）

J
Zト
ぶ
けロ

ヘ
U〉

V
集
会
時
間

六
月
二
十
～tu
－
－I
・人町

…安
定
し
た
待
遇
と

…

楽
し
い
生
活

一

一
mm
自
衛
官
採
用
中

…

一

自
衛
官
に

μ用
さ
れ
ま
す
と
、
九
程
日

…
車
繭
免
許
、
航
昨日1
随
狭
山剤
、
通
hu、
会
…

…
計
、
測
島、

そ
の
他
職
部
に
必
じ
多
く
一

…
の
国
家
資
怖
の

hZ，
円
能
で
す
。

…V資
格

…

満
十
八
歳
t
二
十
五
此
た
め
b
L
f
…

…
℃
待

遇

…
・

衣
食
住
川
県
が
い
え
給

…

…
・

初

任

給

七
八
、
f
H

U乙
川
｛
u
h
…

…

L
l
二
年
度

八
γ
子
一
色

…

…
・

ポ
1
1

三件
J
M
I給
（
仲

imバ
…

…

・刀
川
分
）

…
…・
お
問
い
合
わ
せ

先

…

一

判
臼
町
役
場
総
務
課
（
管
一一一・．

二

…

0
0
・
内
線
＝
ニ
）
文
は
白
術
隊
日
…

一

山
地
万
通
給
部
へ
品。

O
七
六
四
｜
阿
…

…

7
2一二
七

一
i
じ一）

…

定
員
次
第

締
め
切
り

V
集
合
場
所

小
川
保
以
－v
ん
以
前
広
桜

（地
銀

γ

レス

約
先
じ
附
小
川
“．ん…

ω一れ
き
あ
り〉

V
募
集
人
員

丸
十
名
（
山
ι凸
次
郎
締
め
切
り
）

V
会

費一
人

三
、
五
O
O円

V
申
し
込
み
、
お
問
い
合
わ
せ
先

川判
H
町
役
場
陀
謀
説
観
光
係
（
倉
一二

．． 

F
U
G
－
内
制
ニ
ヒ
）

／
今
月
の
新
着

図
書
案
内
〉

h
町
立
中
央
図
・
館
L

広
き
－
K
一尚

三
浦
…
綾
子

松
山
の
恋

wfu
弓
絞

ま

ひ

ろ

肝

戸

上

）

渡

辺

市印－

川
hG
の

邸

間

水

一
行

釘
山
小
出
町
二
街
地

城
山

三
郎

J

一十
政
か
ら
の
出
発
白
土
谷
あ
っ
子

川
町
出
山

－
医

藤

本

義

一

引い
本
の
向
阿
波
ク
ル
ー
プ
一

九
八
四
年

同－
U
一土
利

の

悲

断

大

羽

弘

道

県
し
な
屯
口
説
れ
の
な
か
に

藤
原

て

い

れ
仔
の
V

ン
ド

ン

か

ら

木

村

治
夫

ノ
ヌ
の
旅

斎
藤

信
夫

日
本
人
の
発
配
凶
作
人
の
先
制叫

加
藤

英

明

制

出

事

汀

一一一
術

館

子

P
H
P
研
究
所

池
波
正
太
郎

（下）

山
部
の
何
処
に

泥
流
地
部

美
し
い
女
性

動
乱
の
到
た
ち

(9) 5 
7 
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j夫められた日時に受けられない方は＼
＼最寄りの会場で受けてく ださ い。 ノ

く 6 月 〉

業 対 象 地 区 考

保 I3カ 月児検診 Is2年 3月生 I3o＜木）If話～2.00I福祉センタ｛ ｜全
｜ ｜一一一一阿 佐一 一「百一有 －1院 ｜一一

股関節脱きゅう検査 I52年 3月生 I30（木） ｜ ｜ ｜ 
健 ｜ I I~－＿ 1.1』2こ1,_Q止｜一豊形外剥 ！

9カ月児 検 診 ！日 9月生 130（木＞I ~r話～3.oo I臨 llセンター ｜全

I I ｜午後 ｜ ｜ 
予 ｜日本脳炎予防接種 I3歳以上 I23(*) I 1 ・3い .40I南保保育所 ｜南保地区

｜ ｜ ｜ ｜午後 ｜ ｜ 
防 ｜ I I I 2.30～2 .4o I小川保育所 ｜蛭谷地区

接 ｜ I i ｜ケ懇＿＿') '2n I；境保育所 ｜境 地 区
種 I I I 29＜水） ｜’.JU -L.JU I I 

I I I ！？話～2.00I山崎保育所 ｜山崎地区

制 老 人検診 165 歳以上I22<;J<) I ~お～3 . oo I大家圧小学校 ｜大家圧地区 ｜

結絞住民検診 ｜満 15歳 以 上 ｜ ー 1, ~＇：正門 nnl －画面公高石｜殿町 一

結 ｜ ！〈ただし、勤務 I24＜金） 1, ~r·~ -, L. uu↑ r j r 央~ j -1~－~長野 ｜肌圧師一

｜先で検診を受け ！ I i. oo～3.oo I南 保支所 －！ 石谷｝ ーにF後1.3佐 3.Jl_Q_

l る人は除く。） ｜刀竺L~~~：：－ 4.oo ！＿ 神田町検番 ！ 葉盟主arr~~kij佳一＇－~主針路旦し
1rnr1 I i 
10.00～11.ool羽入公民館 ｜羽 入

問 ！1 t~~ -12. ool＿哩泉元湯 ｜一色 の 瀬
午後 ！中 央 農 協 ｜辻n崎、坊、越 ｜血圧検診

I 3.oo～5.30 I山 崎 支 所 ｜細野 ｜午後3.00～5.00

事 ｜対象 者 ｜日（曜〉 ｜時 刻 ｜会 場 ｜

診 ｜自49年 9月生 I21（火〉 ｜午後 ｜福祉センター
｜至 49年 10月生 l ｜ ！ 

級 ｜妊婦全 員 I23＜木） If器～3.ooI福祉センター ｜全

地

地

2 最児 検 全
BS 

母 親 学

子

地

地

｜備

区

区

母手手帳持参

乳幼児の疾病
妊婦の歯制保健
lEじよくの衛生
星座主盟
母子手帳持参区

区 検査料 1.200円

区

く 7 月 ＞

老 ｜老 人検 診 j65 歳以上I6 ＜水） I ~I話～3. oo I刷センター ｜泊 一 区 ｜

人 i I I ｜午後 I I I I I 7 ＜木） I I ,30～3.oo I五箇庄小学校 ｜五 箇 庄 地 区
保 l I ｜一一一一｜－ !_ I 
健 ｜ I I 11 ＜月） ｜午後 ｜南保小学校 ｜蛭谷、羽入、谷

I I I I 1.30～3'.oo I蛭谷分校 ｜

ζ｜健康相談i希望者I8 （金） ！？話～3川 岩部委健震 ｜全 地 区 ！

I I ｜午前 I I 
結核住民検診 ｜満 15歳以 上 1 lio.3o～11.301舟川新公民館 ｜舟 川新

結 ｜ ｜（日し勤務 113（水） ｜づFif一一一｜ ｜ 河 E京診

先ミふ診白け 」－｜」旦回旦｜ 宮崎福祉会館 ｜ 宮 崎地区 比乱~00
｜ ！午後 ｜ ！大家庄、金 山 Irru庄 検 診

る人は除く。） I 14＜木） I 3.oo～s.3o I大家圧小学校 ｜窪 田、 三紋織 ｜午後3.00～5.00

15（金） I ＿~~～4. oo I 泊病院前 ｜私：;Jij~~l蹄l!IJI 型ぷ信弓。。
: 19(}<) I ~： 11~ ： ~~ .l 福祉センター i 穀ゐ：l~~本m
I 21「水）I ~I：語～3.00 ； 犠 工 会館 ｜ 中町、 宰町、 西rur I型£器J号00 

z言I3歳児検 診 ｜皇；：2；骨i1I以 ）！？：．務～3.ooI福NJ:センタ－ ｜金 地 区 ｜母子手帳持参

I I I I 午前 ｜ ｜ 
食 ｜キッチンカーによる ！附 人 庖 ｜ lio.oo～11..ool南保経公民館 ｜小更、越、竹の内

I i I 19（火） I 一一~ul

栄養実習 ｜ ｜ ！鴻～2.30 I羽入公民館 ｜羽 入
金 ｜ ｜ ｜一一一－I－－！－－一一一」

］~~~~～ 12 .ool 境 公民館 ｜ 境
20（水） l -1.- ，，.，， 一一~1－ー トー

lr.お～2.3o I野中公民館 ｜藤塚、街道、下野

地

松

予

防

核

予

防

地
》舌

5月の町内交通事故 件 数 4 （本年累計 19 ）死 者 O ( 0 ＿） 負傷者 1 ( 20 ) 

保育所へ出てい

ない幼児は、各

保育所で控種し

てください。

区

。。 5 
8 


